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院外処方医薬品について 
 
平成 13年 4月 1日新規登録薬品 

医薬品名（成分名） 規格・単位 薬品分類 会社名 

    
インタールエアロゾル A（クロモグリク酸ナトリウム） 200mg / 10mL / 瓶 気管支喘息治療剤 藤沢 
    

 
＊クロモグリク酸ナトリウム  
Sodium Cromoglicate 
【商】インタール Intal 藤沢 
外用：噴霧剤 1瓶（10mL）中 200mg 
（1噴霧中 1mg） 
【禁】本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある
患者 
【効】気管支喘息 
【用】1 回 2 噴霧（2mg），1 日 4 回（朝，昼，

夕及び就寝前）吸入する。症状の緩解が得られ
れば，その後の経過を観察しながら 1 日 2～3 回
に減量すること。 
【副】気管支痙攣，PIE 症候群，アナフィラキシ
ー様症状，発疹，咽喉頭痛，咳誘発，悪心，口
渇，頭痛 
【妊】有益のみ 
【小】3歳以下：未確立 

 
 
平成 13年 4月 16日新規登録薬品 

医薬品名（成分名） 規格・単位 薬品分類 会社名 

    
アコレート錠（ザフィルルカスト） 20mg / 錠 気管支喘息治療剤 アストラゼネカ 

アレロック錠（塩酸オロパタジン） 5mg / 錠 アレルギー性疾患治療剤 協和醗酵 

バルネチール細粒（塩酸スルトプリド） 500mg / g ベンザミド系抗精神病剤 大日本 
    

 
＊ザフィルルカスト Zafirlukast 
【商】アコレート Accolate アストラゼネカ 
内用：錠剤 1錠中 20mg 
【禁】本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある
患者，本剤による肝障害の既往のある患者 
【効】気管支喘息 
【用】1 日 40～80mg を朝食後及び就寝前の 2 回
に分割投与する。高齢者の 1日投与量は 40mgと
する。成人（高齢者を除く）の 1 日最高量は
80mgとする。 
【副】肝障害，無顆粒球症，心悸亢進，血圧上
昇，不整脈，発疹， 痒，蕁麻疹，血管浮腫，
貧血，白血球減少，白血球増多，好酸球増多，
リンパ球増多，出血斑，出血異常，AST・ALT・
Al-P 上昇，高ビリルビン血症，尿潜血，蛋白尿，
尿糖，クレアチニン上昇，嘔気，腹痛，下痢，
消化不良，食欲不振，食欲亢進，便秘，口渇，
腹部膨満，嘔吐，口内炎，頭痛，知覚減退，め

まい，振戦，傾眠，不眠，緊張亢進，神経過敏，
気道感染，月経困難，不正出血，性器出血，膣
カンジダ症，月経過多，倦怠感，体重増加，ト
リグリセライド上昇，コレステロール上昇，浮
腫，顔面浮腫，味覚異常，血糖値上昇，胸痛，
CK 上昇，耳鳴，血清カリウム低下，関節痛，筋
肉痛 
【妊】未確立，有益のみ 【授】回避，やむを
得ない場合は授乳中止 
【未・新・乳・幼・小】未確立 
 
＊塩酸オロパタジン Olopatadine Hydrochloride 
【商】アレロック Allelock 協和醗酵 
内用：錠剤 1錠中 5mg 
【禁】本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある

患者 
【効】アレルギー性鼻炎，蕁麻疹，皮膚疾患に
伴う 痒（湿疹・皮膚炎，痒疹，皮膚 痒症，
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尋常性乾癬，多形滲出性紅斑） 
【用】1 回 5mg を朝及び就寝前の 1 日 2 回投与
する。 
【副】紅斑， 痒，浮腫，呼吸困難，眠気，倦
怠感，口渇，頭痛・頭重感，めまい，しびれ感，
集中力低下，腹痛，腹部不快感，嘔気，下痢，
口内炎・口角炎・舌痛，胸やけ，AST・ALT・γ-
GTP・LDH・Al-P 上昇，総ビリルビン上昇，白
血球・好酸球増多，白血球・リンパ球減少，尿
潜血，尿蛋白陽性，クレアチニン・BUN 上昇，
コレステロール上昇，尿糖陽性，胸部不快感，
体重増加 
【妊】未確立，有益のみ 【授】回避，やむを
得ない場合は授乳中止 
【未・新・乳・幼・小】未確立 
 
＊塩酸スルトプリド Sultopride Hydrochloride 
【商】バルネチール Barnetil 大日本 
内用：細粒剤（劇） 1g中 500mg 
【禁】昏睡状態の患者，バルビツール酸誘導体
等の中枢神経抑制剤の強い影響下にある患者，
重症の心不全患者，パーキンソン病の患者，脳

障害（脳炎，脳腫瘍，頭部外傷後遺症等）の疑
いのある患者 
【効】躁病，精神分裂病の興奮及び幻覚・妄想
状態 
【用】1 日 300～600mg を分割投与する。1 日
1,800mgまで増量できる。 
【副】悪性症候群，麻痺性イレウス，痙攣，遅
発性ジスキネジア，Torsades de pointes，頻
脈・動悸，血圧降下，血圧上昇，徐脈，顔面潮
紅，心電図変化，肝障害，パーキンソン症候群，
アカシジア，ジスキネジア，ジストニア，嚥下
障害，視調節障害，羞明，散瞳，発疹， 痒感，
貧血，白血球減少・増加，顆粒球増加，便秘，
悪心・嘔吐，食欲不振，口渇，下痢，食欲亢進，
胸やけ，胃部不快感，吐血，腹痛，鼓腸，口内
炎，月経異常，乳汁分泌，女性型乳房，射精不
能，眠気・傾眠，不眠，不安・焦躁，うつ状態，
過剰鎮静，脱力・倦怠感，意欲減退・無力症，
頭痛・頭重，意識障害，四肢しびれ感，めま
い・ふらつき，立ちくらみ，衝動行為，健忘，
知覚異常，眼瞼下垂，自殺企図，譫妄，体重増
加，体重減少，胸部痛・苦悶感，CK 上昇，排尿
障害，尿失禁，発汗，発熱，浮腫，腰痛，鼻閉，

呼吸困難，頻尿，流涙，失神 
【妊】未確立，有益のみ 【授】授乳回避 
【未・新・乳・幼・小】未確立 


